
 

 

 
 

 

 
           

開催日： 令和 8 年 11 月 18 日(水)   午後 1 時 30 分〜午後 4 時 00 分 
会  場： 港区立産業振興センター 会議室 港区芝 5 丁目 36-4 (札ノ辻スクエア 10 階) 
参加費： 会場・ＷＥＢ参加共 １名 33,000 円 （税込み） （ｷｬﾝｾﾙ通知は 1 週間前までに） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[お問合せ・申込方法]  (株)経営コンサル 105-0003 東京都港区西新橋 2-9-3 ℡(03)3501-6811 
申込方法  下記申込書にご記入の上､FAX(全面)送信､又は E-mail､Web 上でお申し込みください。 

FAX (03)3580-3580  E-mail：con@sul.co.jp  Website⇒ ㈱経営コンサルセミナー  
《 お 申 込 書 》   □会場   □ＷＥＢ   受講    ��ください       NO･26-11181 

会社名  ご住所 〒 

電話･FAX 番号  Mail                  

所属･氏名   所属･氏名   

お申込み後会場受講は関係書類を､WEB 受講は開催終了後翌日に視聴用 URL を、お送りいたします。 

検 索 ⇒ (株)経営コンサルセミナー ⇒ お申し込み、他のセミナーもご覧ください 

■会場受講 ■ＷＥＢ受講 (10 日間開放)が選択可能) 

                                                                                                                                 

 

[重点講義内容] 

内部監査には、単なるルール遵守の確認にとどまらず、不正の兆重点講義内容候や潜在的リスクを早期に発見し、

経営改善につなげる役割が求められている。 

書類や数値だけでなく、人や組織の実態に目を向け、独立した立場からの客観的な評価と提言を行うことが、コンプラ

アンス経営の推進や企業価値の向上につながる。 

内部監査は「指摘する監査」から「経営に資する監査」へと進化していくことが求められている。 

Ⅰ はじめに 

Ⅱ 不正はなぜ起きるのか ― 不正の温床を読む 
1  不正の温床となる組織の特徴 
2  「小さな異常」を見逃さない   
3  職場の空気も監査対象 

Ⅲ 不正のトライアングルに注目する 
1  不正のトライアングルとは   
2  監査で見るべきポイント 
3  不正は個人責任だけでは防げない 

Ⅳ 内部監査によるリスク発見の具体的方法 
「実体の裏付け」と「異常値」を捉える監査技法 

1 実体の裏付けを取る  →  書類の向こう側を見る 
2 相手方との照合： 外部取引先への残高確認、反面調査の重要性 
3 常識的感覚との齟齬を見る （専門職としての正当な注意を！） 
4 金額が大きい部分に注目   
5 データ分析の活用 

Ⅴ 人と組織を見る監査 
1 従業員満足度と不正リスク   
2  ハラスメント問題と不祥事の関係 
3  事前予防の取組がどこまでされているか 

Ⅵ 経営に資する内部監査への進化 
1  指摘型監査から提言型監査へ 
2  三線ディフェンスモデル   
3 取締役会・監査役等との連携 

Ⅶ まとめ        

Profile 浜辺 陽一郎（はまべ よういちろう）氏  
1961 年生まれ、1985 年慶応大学学部卒、1987 年弁護士登録、 
1991 年ニューヨーク州弁護士資格取得／2004 年 4 月早稲田大学（法科大学院）客員教授を経て 2009 年 4 月青山学院大学法
科大学院 特任教授から現職。コンプライアンス、会社法、内部通報制度など関連著書論文多数 

必ず役立つ／前回開催大好評 (株)経営コンサル/ /特別研究セミナー 

監査・内部監査・内部統制・コンプライアンス・役員室・取締役・監査役 


